
 

  すぐに使える学校情報 学力向上ワンポイント情報（算数・数学） 

 

主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善について 
「学習者主体の授業」の提案 

～令和５年度鹿児島学習定着度調査を活用して（算数・数学）～ 
義務教育課 

  
  小学校 
 令和６年１月に実施した鹿児島学習定着度調査の結果では，小５算数の平均通過率は 74.6％で，この
うち「知識・技能」は 73.3％，「思考・判断・表現」は 76.2％でした。 
 「知識・技能」，「思考・判断・表現」ともに，概ね良好な結果でしたが，大問３⑵の単位量当たり
の大きさを求める除法の式と商の意味を理解しているかを問う問題では，通過率 48.5％と課題が見られ
ました。 
 これらの課題を解決するためには，学習者である児童自らが問いをもち，学習の見通しを立てられる
よう工夫するとともに，数学的な見方・考え方を働かせながら問題場面や式，図，表，グラフ等を読み
取り，考えを発表し合うなどして思考力・判断力・表現力等を高める場面を設定することが大切です。 

 特徴ある問題から 

 【小５ ３  ⑵  】平均通過率：48.5％ 

 

 

 学習指導要領解説には「単位量当たりの大

きさの学習においては，まず，一つの量だけ

では比較することができない事象に着目す

ることが大切である。次に，そのような量は，

どのようにすると比べることができるかを

考えたり，数値化することができるかを考え

たりすることが大切である。」とあります。 
 そこで本問題では，単に人数やシートの面

積が同じである問題ではなく，人数やシート

の面積だけに着目したのでは混み具合を比

べることができない場面を取り上げ，出題し

ています。 
 その際，式の意味が理解できているかを見

るため，二人の会話から，りんさんの考えに

よる式のみを提示する出題をしています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 授業づくりのポイント  

  本問題が解決できない原因として，式が何を意味し

ているかを読み取る活動を取り入れた授業や，単位量

当たりの大きさが明確になるような授業がなされてい

ない可能性があります。そこで本調査問題を活用した，

次のような視点での授業改善が考えられます。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※ 混み具合を比べる場合は，単位量当たりの大きさが

明確になるように図に工夫して表し，その図を根拠に

式を立てて求めることが大切です。 
 

A と C のどちらの班の方が，混み合っていると考えられますか。 

  このままではシート上の
人がかたよっているので，
どちらの班の方が混んで
いるかわかりません。 

① A 班と C 班の様子を表した図を整理して表し直す 

  かたよりがないように，ならべてみました。 
  すっきりしたけど，まだ
どちらの班の方が混ん
でいるか，この図ではわ
かりません。 

  C 班にそろえて，A 班を，たて１ｍ，よこ６ｍの長方形と考えて，図をつくり
直しました。また，班を１㎡ごとに分けて，１㎡当たりの人数を表しました。 

  A 班の方が C 班よりも混んでいるように見えます。でも，本当に正しいか
確かめる方法はないかな。 

  一人当たりの面積で比べる方法もあります。 

 一人当たりの面積を求めるなら，（面積）÷（人数）をすればよいと思います。 

  （人数）÷（面積）をすると，
１㎡当たり何人かを求めること
ができます。 

  図で考えたこと を使っ
て，A 班の方が混んでいる
ことを式で確かめることが
できました。 

  ①の考えを生かして，どちらが
混んでいるかを他の方法でも確
かめることはできそうですか。 

② A 班と C 班の混み具合を図をもとに式で表す 
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  中学校 
 令和６年１月に実施した鹿児島学習定着度調査の結果では，中１数学の平均通過率は 74.3％で，この
うち「知識・技能」は 80.2％，「思考・判断・表現」は 66.2％でした。中２数学の平均通過率 68.8％
で，このうち「知識・技能」は 76.0％，「思考・判断・表現」は 55.5％でした。 
 中１，中２ともに「知識・技能」の問題より「思考・判断・表現」を問う問題に課題があり，中１で
は，大問９⑵の，どのような代表値を用いるべきかを判断する問題の通過率が 37.0％，中２では大問４
⑵の，目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明するこ
とができるかを問う問題の通過率が 40.6％となっており，課題が見られました。 
 これらの課題を解決するためには，学習者である児童自らが問いをもち，学習の見通しを立てられる 
よう工夫するとともに，数学的な見方・考え方を働かせながら問題場面や式，図，表，グラフ等を読み 
取り，考えを発表し合うなどして思考力・判断力・表現力等を高める場面を設定することが大切です。 

 特徴ある問題から 

 【中１ ８ ⑶  】平均通過率：67.5％ 

 

 学習指導要領解説には「比例の関係を用いる

と能率よく問題を解決できる場面は日常生活に

様々ある。その際，得られた結果については，現

実場面でどういう意味をもつかを考え，目的に

照らしてみたときに，問題を解決することにつ

ながるかどうかを評価する必要がある。正確さ

が問題となる場合には，厳密に考えれば比例の

関係ではないが，比例の関係にあるとみること

で結果が導かれたという点を振り返ることも大

切である。」とあります。 
 そこで本問題では，水を入れ始めてからの時

間と水位の関係が単に比例の関係となる場面だ

けを扱う問題ではなく，様々な形状の水そうか

ら，関数関係にあることを見いだし，その関係

について考えたり，グラフの形から水そうの形

状を推測したりする場面を取り上げ，出題して

います。 
 その際，実際に授業でも取り扱うことができ

るように，子供たちが対話を通してグラフの形

から水そうの形状を推測できるような場面を取

り扱っています。 

 授業づくりのポイント 

 本問題が解決できない原因として，関数関係を見い

だす際に日常生活の題材を取り扱う授業や，関数関係

を自ら見いだしたり，その理由について式やグラフ図

形を根拠に説明し合ったりする授業がなされていな

い可能性があります。そこで本調査問題を活用した，

次のような視点での授業改善が考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

伴って変わる二つの数量である時間と水位について，一方の値

を決めたとき他方の値がただ一つに決まるため，関数関係がある

ということを確認します。その際「ここからここまでは一定の割

合で水位が上昇するから比例であると考えられるね」といったよ

うに学習してきたことを使って説明し伝え合うあう子供の姿を想

定しておきましょう。 

グラフの傾きや変域など，厳密な正答のみを求め過ぎず，根拠

をもって説明ができていた生徒は認め，形成的に評価することが

ポイントです。問題づくりの活動において，子供自身が興味・関心

をもって問題づくりに取り組み，説明することを通して，学んだ

ことを生かそうとする態度を育成することが重要となります。単

元を通した振り返りの場面では，内容だけにとどまらず，学び方

や，今後調べてみたいことについても振り返るようにしましょう。
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